
基本課題２　あらゆる暴力の根絶（課題４～６）

課題４　セクシャル・ハラスメント防止対策の推進

Ｎｏ 施　　策 事　業　名 担当課等 実施計画内容 実施状況 問題点、課題等 担当課
評価 市民窓口課所見

広報・啓発活動

学校教育課

学校訪問等を通してセクシャ
ル・ハラスメント防止に向けた
指導を行う。また。各学校で
は、保護者や地域の方に教育
活動を広報する学校だより等
で、男女平等の視点に留意し
ながら内容を記述する工夫を
行っている。
【目標値】
33ヵ校全ての小中学校で指導
を行う。

学校訪問等の折りに指導
主事がセクシャル・ハラスメ
ント防止に向けた指導を
行った。また、各学校で
は、保護者や地域の方に
教育活動を広報する学校
だより等で、男女平等の視
点に留意しながら内容を記
述しているが、市民への啓
発になっているかは疑問で
ある。
【目標値結果】
33校
【評価理由】
教職員に対してはＡである
が、市民に対しては評価で
きない

学校教育課が市
民に対する啓発
活動を行うのは難
しいと考える。

Ｂ

学校教育課
は、学校でのセ
クシャル・ハラス
メントの防止啓
発に努めてくだ
さい。市民に向
けての防止啓
発は市民窓口
課で行います。 B

広報・啓発活動

市民窓口課

広報紙やＦＭ放送で、周知す
るとともに、講座等で「市民行
動パンフレット」を配布し啓発
をはかる。

・1月14日のＦＭ放送で啓
発した。
・各講座及フォーラムで「市
民行動パンフレット」を配布
し啓発を図った。
【評価理由】
計画どおり行った。

Ａ A

市民に対するセ
クシャル・ハラス
メント防止に向
けた啓発
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事業所に対する
セクシャル・ハラ
スメント防止に
向けた啓発

広報・啓発活動

商工課

ホームページから新潟労働局
の雇用機会均等・両立支援・
パートにリンクし、情報提供を
行う。
企業・事業所の訪問時や文書
等を送付する際に、男女共同
参画を推進する資料を配布す
る。

①きょうさいだより（9/30号）
に職場のセクハラ相談窓口
に関する記事を掲載し、勤
労者福祉共済加入事業所
会員（395事業所2,904名）
へ配布し周知を図った。
②人間関係に着目しパワ
ハラをテーマとした県主催
「労働セミナー」の開催に
ついて広報さんじょう（2/1
号）へ掲載、リーフレットを
各庁舎・出先機関へ設置
する等、積極的に周知を
行った。
③㈶２１世紀職業財団新潟
事務所主催のセクハラ、パ
ワハラ防止対策セミナー等
について、ホームページか
らリンクして情報提供を
図った。
【評価理由】
計画どおり行った

Ａ A
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課題５　ドメスティック・バイオレンスの防止に向けた意識啓発及び保護体制の整備

Ｎｏ 施　　策 事　業　名 担当課等 実施計画内容 実施状況 問題点、課題等 担当課
評価 市民窓口課所見

ドメスティックバ
イオレンスの防
止

子育て支援
課

ドメスティックバイオレンスの発
生を未然に防止するため市民
への意識啓発を図る。早期相
談対応手段を提供する。
・ 広報掲載（相談日程16日号
に毎回掲載）
・ ＦＭ放送「健康・子育てイン
フォメーション」にて放送
・ 相談カード（県より配布）常
時設置
【工夫すること】
広報・ＦＭ放送等を活用し周
知する
【目標値】
相談件数の増加

・相談日：広報さんじょうで
毎月16日号を活用し相談
日程を周知。
・燕三条ＦＭ「健康・子育て
インフォメーション」に12月1
日放送
・相談カードは、今まで３庁
舎の女子トイレに設置して
いたが、H21年度から「ＤＶ
相談ナビ」カードを、日本
高速道路(株)新潟支社長
岡管理事務所の協力を得
て、栄パーキングエリア上・
下線女性トイレに設置でき
た。
【目標値結果】
女性相談件数301件（H20
年度207件）
うち、ＤＶに関するもの
21件（H21年度20件）
【評価理由】
達成できた

相談カードは多く
の人に周知するた
め高速道路パー
キングに引き続き
設置を依頼する。

Ａ A

広報・啓発活動

市民窓口課

広報紙やＦＭ放送で、周知す
るとともに、講座等で「市民行
動パンフレット」や「相談カー
ド」などを配布し相談窓口の周
知や啓発をはかる。

・広報さんじょう4月1日号の
コラムに掲載した。
・1月14日放送のＦＭで啓
発した。
・各講座やフォーラムで「市
民行動パンフレット」を配布
し啓発を図った。
【評価理由】
計画どおり行った。

Ａ A
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ドメスティック・バ
イオレンスの防
止に向けた啓発

女性相談のカード
を中学校・高等学
校にも置いたらどう
か。また、トイレに
カードを置くことが
ためらわれるなら、
デートＤＶに関する
分かりやすいポス
ターを学校に掲示
して欲しい。（でき
れば全部の中学校
と高等学校に。）
「タバコはダメ！！」
と同様「デートＤＶ
は犯罪です!!」など
のポスターを学校
に掲示して、相談
機関につながる情
報を載せて欲しい
です。
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課題６　相談体制の充実

Ｎｏ 施　　策 事　業　名 担当課等 実施計画内容 実施状況 問題点、課題等 担当課
評価 市民窓口課所見

10

女性相談の充
実

女性相談事業

子育て支援
課

女性相談を広く周知するた
め、関係機関と連携をとりなが
ら、相談体制の向上と充実を
図る。
・ 広報掲載（相談日程16日号
に毎回掲載）
・ ＦＭ放送「健康・子育てイン
フォメーション」にて放送
・ 相談カード（県より配布）常
時設置
・研修会等に積極的に参加
し、他市町村等と情報交換を
する中で相談対応者のスキル
アップを図る。
【工夫すること】
市民への周知を常時行う。
【目標値】
相談件数の増加

・広報やＦＭ放送など計画
どおり実施できた。
・相談カードは、栄パーキ
ングに設置し,より多くの人
に周知することが期待でき
る。
・研修会等、積極的に参加
し、情報交換できた。
【目標値結果】
相談件数：年度比において
Ｈ20/207件、Ｈ21/301件で
ある。
【評価理由】
計画どおり実施できた。機
会を得て、多くの研修会に
参加できスキルアップを図
るとともに他市町村の職員
と情報交換が行えた。

相談内容の複雑
化傾向もあり、知
識・情報を得るとと
もに、解決のため
に、各専門機関と
の連携を図ること
が大切である。

Ａ A
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市民相談の充
実

市民相談の充
実

市民窓口課

迅速･適切な対応ができるよ
う、市民相談をはじめ各種相
談窓口及び相談体制の総合
的な見直しを検討する。

相談体制の見直しを検討
した結果、平成22年度に消
費生活相談も兼ね備え、あ
らゆる相談に対応する｢市
民なんでも相談室」を設置
することになった。
【評価理由】
計画どおり検討し、平成22
年度に専門の相談窓口を
設置することになった。

A A
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相談員間の連
携の強化

情報交換を通し
ての連携強化

市民窓口課

各種相談担当者の打合せ会
議や研修会等へ積極的に参
加した中で情報交換行い、連
携強化を図る。

「市民なんでも相談室」設
置の検討会議中で、各課
相談窓口の現状や課題な
ど情報交換を行い、情報の
共有を図った。
検討会議開催回数：5回
多重債務相談研修に参加
した。（参加回数：1回）
【評価理由】
計画どおり行った。

相談室がイニシア
チブをとり関係各
課や関係機関との
連携･調整のため
の、情報交換会を
開催し情報の共
有等を図ることに
した。

A A
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